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上

島

町

消

防

だ

よ

り

今年（10月）
昨年（10月）
昨 年 比
19 年 累 計

火災
1
0
＋1
3

救急
40
32
＋8
382

平成19年出動件数

平成19年10月31日現在

11
月
６
日
、
上
島
町
消
防
庁
舎

に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
東
予
支

部
女
性
消
防
強
化
対
策
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
毎
年
、
東
予
地

区
５
市
町
の
女
性
消
防
団
員
を
対

象
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に

根
ざ
し
た
女
性
消
防
団
員
の
育
成

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
上
島
町
に
総
勢
49
名
の

女
性
消
防
団
員
が
集
結
し
ま
し
た
。

最
初
に
町
内
で
開
業
さ
れ
て
い

る
歯
科
医
の
鈴
木
伸
二
朗
医
師
か

ら
、
歯
科
救
急
に
つ
い
て
の
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
消
防
職
員
の
指
導
に

よ
る
、
心
肺
蘇
生
法
（
胸
骨
圧
迫

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
）

と
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
取
扱
い
講
習
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
、
参
加
さ
れ
た
女
性
消
防

団
員
の
中
に
は
、
普
通
救
命
講
習

修
了
者
、
応
急
手
当
普
及
員
認
定

者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
実
技
訓
練

で
は
、
傷
病
者
に
対
し
手
際
の
良

い
処
置
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

東
予
支
部
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性
消
防

強
化
対
策
研
修
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催
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11
月
６
日
〜
９
日

に
か
け
て
、
全
国
秋

の
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
町
内
各

地
区
の
保
育
所
園
児

に
よ
る
、
防
火
パ
レ

ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
秋
の
晴
れ
渡

っ
た
空
に
、『
火
の

用
心
』
の
元
気
な
子

ど
も
た
ち
の
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

防
火
パ
レ
ー
ド
実
施
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しいたけは家庭で比較的簡単にできるキノコです。春にクヌギなどに菌を植え付けて栽培しますが、
12月頃から原木の準備が必要です。今回はシイタケの原木栽培について解説します。
（1）原木の伐採と植菌までの管理　

シイタケの原木への植菌は早春（３月）に行いますが、原木は12月から準備を始めます。キノコに
とって重要な栄養源となる原木は、立ち木で最も養分を含む紅葉半ばから落葉直前に伐採を行います。
シイタケの原木に適する種類はドングリの成るクヌギやカシ類です。伐採した木は切り株に木口を乗
せて地面との接触を避けて１ヶ月程度、枝干しを行います（図１）。１ｍ程度に玉切りにした原木は
地面に接触しないように枕木を置いて高さ１ｍ以内にマキ積みにします。直射日光を当てないように
覆いなどをしてゆっくり乾燥させます（写真１）。
ポイント：①原木はある程度乾燥させ半枯れ状態が良い。

②害菌を付けないように土の上に直接置かない。
③皮を傷つけない。

（3）植菌後の管理

植菌後は雑菌よりも早くシイタケ菌を広がらせることに重点を置く。植菌後の原木は地面に触れな
いように、１ｍ以内の高さにマキ積みをして、ダンボールなど厚手の紙類を湿らせ、カンレイシャ、
その上にブルーシートなどで覆いをして梅雨明けまで保温と湿度を保つ。25度以上になる時期からは
ビニールシートからヨシズなどに代えて日除けを行い、乾燥するようなら散水を行う。
梅雨明け後は、本伏せのため原木を日陰に合掌伏せに組みなおし、９月頃まで１週間に２回の散水

を行い散水と乾燥を繰り返し菌の蔓延を促す。１年目の本伏せは散水ができる近場が良く、２年目以
降は林地などへ移動する。秋の気温が20～15度の頃から週に２回の散水を２週間続けると春の発生が
多くなります。

（2）植菌時の注意事項

種駒（シイタケ菌）はＪＡなどで購入し準備する。植菌は、雑菌の繁殖の少ないサクラの開花まで
に行う。種駒による植菌個数は、原木の切口直径の４倍を目安にする。シイタケ菌糸は縦方向に伸び
やすいので列数が多くなるように植菌する（図参照）。

シイタケの原木栽培について

図１　原木の乾燥
枝葉を付けたままで、木口が地面に触れないように切り株の上に
乗せて乾かす。

写真１　細菌までの原木管理
地面への接触を避け、直射日光に当たらないように
する。

６個、５個の千鳥植えとし、１列に多く植菌するよりも、列数が多くなるように植菌する。
植菌個数は、原木木口直径（単位：cm）の４倍を目安とする。

（６個、５個の千鳥植菌）




